
様々なメディアツールを
生かして多方面に発信

嬉野にある産業と
人を束ねる

コラボレーション
のハブとなる

Local Food Lab
嬉野を中心とした農産物等の地域産品をセレクト
した直売所。また地元飲食店を中心としたローカ
ルフードコートや、新商品開発などを行うための
テストキッチンなど商品開発の拠点に。

Ureshino Park
デイキャンプなど直売所で買っ
た食材を楽しめるBBQスペース
や、こどもが行きたくなる大き
な滑り台等の遊具、足湯、さら
にイベント等にも活用すること
で、話題と集客力を高めます。

Healthy & Stay
健康・医療をテーマとした、
市民が日常的に訪れ、健康増
進につながるコンテンツや、
既存の旅館と共存可能な宿泊
施設の導入を検討。

Movable Park
仮設建築等で地元事業者等が
チャレンジしやすい環境をつ
くり事業者を育成します。ま
た、イベント等での賑わいを
つくり、進化し続ける場づく
りにつなげます。

Ureshino Base
嬉野の多様な情報と人を集め、新たな魅力を生み
出すための人的ネットワークづくり、創造するた
めの拠点。観光や防災等の情報発信、各種観光
サービスの提供、情報発信などを行う。

嬉野医療
センター

嬉野温泉駅

店舗1
500㎡

店舗3
60㎡店舗2

45㎡

店舗4
280㎡

1

様式4-2〔概要版〕

嬉野の未来を育み、創造し、発信する魅力創造拠点

健康と癒しのまちをアピールする

嬉野の新たなスタートポイント基本方針

段階的な拡張と育成。更新し続ける駅前づくりプロセス

駅前だけではなく、嬉野のまち全体に波及効果を生む拠点となるために、嬉野への注目度を高める取り組み（機運醸
成）、地域の人材や事業を育てるしくみ、チャレンジできる実験的な場をつくり、新たな魅力やビジネスを生み出し、
常設化・日常化していくプロセスづくりに取り組んでいきます。

基本方針を実現させていくためには、はじめにすべてのゾーンを開発してしまうのではなく、地域の期待値、人材・
事業の成長に合わせて、段階的につくっていく、更新されていくことが重要です。

地域のクリエイティブプラットフォーム

第１フェーズ 機運醸成 日常化・拡張 育成・更新

公園＋中核施設＋仮設建築＋イベント 駅前店舗＋Aゾーン開発＋イベント 事業がまち全体へ拡散

第2フェーズ 第3フェーズ

公民連携を基礎とし、公共が整備する公園や観光交流センター等と民間事業者が整備する各施設で相乗効果を生み出し
ます。公園とLocal Food Lab（直売所等）を集客・賑わいの核として、テーマの異なる５つのゾーンを設定。各ゾーン
の回遊性を高めるとともに、「創造→発信→体験」のサイクルを増幅させます。地域資源（産業・人）を生かして新た
な魅力を創造し、公園を活用したイベントやメディアで発信。そして地域住民や観光客がそれらを体験でき、さらにま
ち全体へ波及させるしくみを提案します。

役割と機能

すでにある産業や地域性を生かし新たな魅力をつく
るためには、既存の枠を超えたコラボレーションを
生み出していく必要があります。サガテレビG独自の
ネットワークと中立的な立場で、創造・発信・体験
の機能を備えた地域のクリエイティブプラット
フォームとして醸成します。リアルとデジタル両面
のクリエイティブを創出。人材育成にも力を入れ、
束ねる・生み出す・発信する役割を担っていきます。

コンセプト

オール嬉野で地域に新たな活力を創出事業・運営体制・地域貢献

嬉野のまちづくりにおける最大のポイントは「地域資源を活用してビジネスに繋げる」という仕組み
をつくることです。地域資源を「売れる商品・サービス」に転換するプロデュースの力と、「開発した
商品を市場で売り抜く」営業力を提供することで、地元事業者の「稼ぐ力」を支援します。

公園全景

鳥瞰図

すべての名称は予定であり、今後、協議の上で決定していきます。

直売所等
510㎡ 嬉野市

㈱ビープラスト、㈱ハイブリッドファクトリー、㈱サガテレビ、㈱オープン・エー、㈱葉隠緑化建設
※共同事業提案社による出資企業

テナント
各社

意見交換
情報共有うれしの駅前管理株式会社（仮）

借地借地料
行為
許可
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設置管理許可
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嬉野市の各種団体・事業者

市外事業者

連携

協力企業

各種インフラ
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通信事業者
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連携
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連
携

業務
委託

賃貸借契約

ビープラスト
不動産Ｇ

サガテレビ
オープン
エー

新事業株式会社
ハイブリッドファクトリー

ビープラスト

マスターリース 情報発信・イベント

連携
葉隠緑化建設

地元事業者連携・配信・イベント・PR・制作設計監理・ツール開発 緑地・公園工事
連携


